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業績予想の修正に関するお知らせ 
 

最近の業績の動向等を踏まえ、平成 20 年 1 月 31 日の決算発表時に公表した業績予想を下記のとおり修正

いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

1. 平成 20 年 12 月期連結中間業績予想数値の修正（平成 20年 1 月 1日～平成 20 年 6月 30 日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 81,500 2,100 2,100 900

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 79,211 1,359 816 196

増   減   額 （ Ｂ － Ａ ） △2,288 △ 740 △1,283 △ 703

増   減   率 （ ％ ） △  2.8 △ 35.3 △ 61.1 △ 78.1

前期（平成 19 年 6 月中間期）実績 79,701 3,495 3,917 2,001

 

2. 平成 20 年 12 月期中間業績予想数値の修正（平成 20 年 1月 1日～平成 20 年 6 月 30 日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 78,600 2,200 2,600 1,500

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 76,778 1,065 1,244 842

増   減   額 （ Ｂ － Ａ ） △1,821 △1,134 △1,355 △ 657

増   減   率 （ ％ ） △ 2.3 △ 51.6 △ 52.2 △ 43.8

前期（平成 19 年 6 月中間期）実績 77,320 2,716 3,267 2,029

 

3. 平成 20 年 12 月期連結通期業績予想数値の修正（平成 20年 1 月 1日～平成 20 年 12 月 31 日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 160,000 3,300 3,400 1,400

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 160,000 3,000 2,600 900

増   減   額 （ Ｂ － Ａ ） ― △ 300 △ 800 △ 500

増   減   率 （ ％ ） ― △ 9.1 △ 23.5 △ 35.7

前期（平成 19 年 12 月期）実績 156,792 5,291 5,626 2,494



 

 

4. 平成 20 年 12 月期通期業績予想数値の修正（平成 20 年 1月 1日～平成 20 年 12 月 31 日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 154,000 3,500 4,000 2,000

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 152,000 2,900 3,200 1,800

増   減   額 （ Ｂ － Ａ ） △2,000 △ 600 △ 800 △ 200

増   減   率 （ ％ ） △ 1.3 △ 17.1 △ 20.0 △ 10.0

前期（平成 19 年 12 月期）実績 152,367 4,611 5,364 2,898

 

 

5. 中間業績予想修正の理由 

（連結） 

当中間期の売上高につきましては、カタログ事業において天候不順や消費の低迷により、当初予想

を下回りました。 

その結果売上高は、当初予想より約 22 億円下回る見込みです。 

利益面におきましても、売上高の減少及び原材料等の高騰により仕入原価が上昇し、営業利益は当

初予想より約 7.4 億円減の 13.59 億円となる見込みです。 

経常利益につきましては、為替差損及び金融商品評価損の発生等もあり当初予想から約 12.8 億円減の

8.16 億円となる見込みです。 

また中間純利益につきましては、当初予想より約 7億円減の 1.96 億円となる見込みです。 

 （個別） 

個別業績につきましても連結とほぼ同様です。 

 

6. 通期業績予想修正の理由 

（連結） 

通期連結業績予想につきましては、子会社化したディアーズ・ブレイン社の売上が下期より計上さ

れることもあり、売上高につきましては、当初予想通りとさせていただきます。 

利益面につきましては、原価率は当初予想より多少上昇いたしますが、マーケティング手法の見直

しにより販売費及び一般管理費を削減し、営業利益は当初予想より 3億円減の 30 億円となる見込みで

す。 

経常利益につきましては、為替差損や金融商品評価損を考慮して、当初予想より 8億減の 26 億円の

見込みです。 

また当期純利益につきましては、当初予想より 5億円減の 9億円となる見込みです。 

 （個別） 

個別業績につきましても連結とほぼ同様です。 

 

(注) 上記の業績予想につきましては、現時点において入手可能な情報に基づき作成されたものであり、

実際の業績は、今後様々な要因により予想数値と異なる可能性があります。 

 

以 上 


